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１．はじめに 

 2008年に「地域における歴史的風致の維持及び向

上に関する法律」（歴史まちづくり法）が制定され

て以来、地域固有の歴史と文化を活かした「歴史ま

ちづくり」の取り組みが活発化している。こうした

状況の中、近年、地域の歴史的風致を構成する建築

物・土木施設等の修復・保存の現場において、地域

固有の伝統工法に係る人材、材料、資金等、各種資

源の確保が課題とされてきた。 

そこで、全国における伝統工法の保全・活用を通

じた地域づくりの取り組み事例を調査し、取り組み

の内容と体制に基づく活動スキームを提示するとと

もに、持続的な地域づくりを実践する上での留意事

項を整理した技術資料の作成に取り組んでいる。 

２．活動スキームの検討 

 伝統工法を取り巻く地域の社会状況をヒト・モ

ノ・コトの３点に分けた上で、各々について保全・

活用上の課題と解決策の方向性を整理した。（図-1） 

 また、モデル事例について、取り組みの方向性や

地域の人的資源に応じたステークホルダー間の役割

分担、及び資金調達のスキームを整理した。（図-2） 

 

図-1 保全・活用上の課題と取り組みの方向性 

 

図-2 モデル事例の活動スキーム 

（例：金沢職人大学校） 

３．具体的な取り組みの進め方の検討 

 全国各地の取り組み事例におけるステークホルダ

ーに対するヒアリング、及び研究会における有識者

との意見交換を通じ、伝統工法の保全・活用を通じ

た地域づくりを持続的かつ効果的に展開する上での

具体的な留意事項を整理した。（図-3） 

 

図-3 地域づくり実践上の主な留意事項 

４．成果のとりまとめ 

以上の調査結果に基づき、伝統工法の保全・活用

を通じた地域づくりの基本的な考え方と実践的な進

め方を解説した、手引き形式の技術資料の作成を進

めている。巻末には事例集を掲載し、全国各地の先

進的な取り組みについて、ポイントとなる事項を参

照できるようにしている。これにより、歴史まちづ

くりの現場における伝統工法の保存・活用に係る各

種課題の解決に向けた取り組みの更なる展開が期待

される。 
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